
Iドは， 若手事と問機にその遊間が定められているから特別の作業

を伴なっている。

その他7{1111 ・ 気動車についても附内作業が必裂であって ， そ

の内容はだいたい客車の場合に準ずる。(山保助六)

こうないさぎ よ うきょうぎかい 構内作業競技会 椛内入

換作業の知識技能を高め，あわせて作業の安全総保， 紛送能率

の向上をはかる目的で行う競技会をいう。この競伎会に参加す

る選手は ， ，;rl立以およびその駅の入換峨|其1111の仕業を担当する

燦関区の従事以で， 通?古は運転J卦]， 1ド号1'ff 1 ， 1:呆 111掛 1 ， 転鰍

手(てんてっしゅ) 1 ，連結手 3，話量以1:1:]， tl量I刻助士 1，合計 9

名で組を榊成するのを原則としている。

競技極自には基本作業と列車組成作業とがあり ， 通常つぎの

4 つの極自について行う。

1 列車車11/.氏作業 この競技は定められた規約にもとづいて

列車の組成作業を行わせ， べつに定めた減点規ftl lによって所弘t

H寺分， 後l品!Jド走行キロ，石炭消~'liù:，市llJtZおよび集結Wi ~)': ， 作

業務動作を'併'tl'し ， 以点のもっとも少ない ものを第 l 位とする。

2 列本点検作i巣 この競技はあらかじめ組成された列車に

不良箇所を仮設してこれを手直しさせ， 発見漏れおよび手直し

時分の少ないものを第 1 位と する。

3 速度観測:および距離目測 この競技は貨車 2 両に競技者

をのせ， ある j也flを通過するときの速度を観iJl1J させて，そのう

ちの l 両を任なの飯島f!に突放し， 両 :l.-'{ 1lï聞の~g維を目測させる。

あるいは問機の方法で， 地上において速度観測および距離目測

を行わせ， 誤差のもっとも少ないものを第 1 伎とする。

4 試 Il¥J この競技は日 常作業に必裂な規定および事務

について筆答を行わせ，もっとも誤りの少ないものを第 l 位と

する。

以上の各邸 目の競技について総合得点の順位によ っ て，競技

会における臼i休および個人の成紋似位を定める。(内聞もf彦)

こうないさぎようけいかくずひょう 構内作業計画図表

(英) yard operation diagram WII勾作業計画を凶表によって

表わしたもので， 練内作業ダイヤ ともいう。入後緩関平によっ

て構内作業を行うや;，1111劫では， 構内作業計画図表を調製しなけ

ればならないことになっている。

客貨の紛送計闘や列車運転計画は， 社会の紛送主持?に応じて

計画される。その青I' j函に よ っ て設定された列車を迩転するため

には， 百日i位された入担提起草|郷平 と 要員によって， 列車の組成や分

解その他の作業を行う JI闘序 ・ 方法を研究計画して， これを関係

者に周知徹底させなければな らない。これが榊内作業青li羽であ

る。

現在駅の作業計図担当者は常時この十時内作業計画図表を倹討

しながら ， 作業能率の改善に努力し， また基!fð~j される新しい作

業， 臨時作業， 作業の変更等の計画を立てる場合には，すべて

この府内作業計画図表が基礎と なっている。

情内作業す1 国i図表は列車運行図表と問機に， 榊内入換作業の

l時間と場所めl刻係を図示した も のであって，月]紙の規絡 ・ 時間

総の区切り 方は 2 分自列車道i行図表に準ずるのを原則と して

い る。

構内作業計画図表に記載する事項は， つぎの各号によってい

る。

1 構内作業計画図表上部には， 自駅を中心とした必嬰範悶

の列車運行図表を記載する。

2 着発総1酬を設けて， 線路の使丹l状況を記載する。

3 仕訳似，収容線， 洗じよう線およびその他の倒11線欄を設

けて，線路の使用状況を記載する。

こうないさぎ

4 tp; 2 号およ び第 3 号の各自制の左側には， 線路有効長およ

び収容車数を記i伏する。

5 入後後|剥車の欄jを設けて ， 作業JI闘序およびその五w状況

を記載する。

構内作業計画図表に使用する記号は ， . つぎの各号によ勺てい

る。

1 線路の使用状況は籾 lmm の太線によ って表示し，その

上側に作業内容を時記する。ただし仕訳線， 方向日IJ線，駅}] IJ線

のように， 常時車両を収容しておく のを原則とする 側線につい

ては，入換般による作業時分どけを表示する。

2 前項による線路の使用状況を表示する太線を， 細線で結

び， 入換後関車の移動状況を表示する。

3 入後後関車の繊lでは作

業l時分を災級で， 1百l合i時分を

破線で表示して， 作業内容が

L t持内作業計ï~耳悶楽

に使用する記号

変るごとに上下に lmm の差刊阜の"I ，~

をつけて区別し，作業時分を d 陀 暗記そ

示す災級の上側に作業内容を

略記する.

4 その他の記号として，
入油換 去二 4乙

図ー lに掲げた記号を使閉する。
為、 3吏 吐 、込

図ー2 (次ベ ー ジ)はこの凶表

の一例として国端奴の榊内作
入t桑嶋措>k

業計画図書をを示す。{内田口彦)

, , 

( 1 '1 .... ザ } 〆, 

、【1'1 ... .，. )
、

、

、

こうないさぎ よ うないき構内作業内規 五I!転取扱心得によ

って駅長は， その停車場における述転の取扱については， 関係

者の足II給方法， 作業11開干， 作業方法等に対して ， あらかじめ計

画しておかなければならないことになっている。 Jill転1民放心得

は一般に共通事項だけを規定して， 停車場情内の細部の取扱に

ついては規定していない。したがって駅長は停車場情内におけ

る安全と ， 作業の円滑をはかるために，列車の五I!転状況と入後

作業を考隠し， 自 駅の突状にJlJl して細部にわたる停車場情内作

業内規を作製して， 関係者に徹底させる こ と が必裂である。

十時内作業内規に制定される項目 は， おおむねつぎのとお り で

ある。

1 総Jtll

JJ/1.務について作業体制lを定め， 点呼 ・ 達示命令の伝達および

処理， 職務の指図お よび述絡， 業務俊|草1相互の連絡，作業員の

配置1および分抱等について定める。

2 列車の組成

f枠内における現在車の主主砲!，述結指定車 ・ その他の:l.-'{IIIの整

理， 列車の組成計画，版表第j，組成作業，車両解結通知m等に

ついて作業方法ならびに述絡方法を定める。

3 *線の管理方法を定める。

4 列車の取扱

列車迎Hi足状況表の整備，列車取扱!時の出場時期jおよ び列車l'i~

視，出発合凶，列車停止位1丘お よび到着確認， 列車の進入また

は進出時における連事告， ~ljIlïの活発線変更および通過列車を臨

時に停車させる ときの打合わせ，列車の運転状況通報， トロリ

ー使用打合わせ， 線路閉鎖工事打合わせお よ び確認，保守作業

打合わせお よ び確認等広ついて取扱者 ・ 取扱方法を定め る。

5 1ド阿の入換および留置1

平雨入換の監視， 線路区分および使用方法， 阿側作業の制限

および競合作業の制限または禁止， 危険作業の禁止，入換作業

の打合わせおよびその区切り 方， 後関車の入線禁止線路， ~放

入換作業， 突放禁止線， 突放禁止車両， 突放車数制限， 連結禁
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